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▲“輝け”飛龍の打ち太鼓 （10周年を迎える志免飛龍太鼓）

▲力をあわせて、ビオトープも作りました ▲フェスタもコスチュームを着けて楽しみました

お 知 ら せ

「議会だより」についてのご意見をお待ちしております。
TEL 935-1001   FAX 935-7070

議会事務局は町役場４階です。
E-mail:gikai@town.shime.lg.jp

傍聴に是非お越しください。
議会傍聴は、町民が町政に参加する
機会のひとつです。是非お越し下さい。

車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

DVDを貸し出します！
　町議会を撮影したDVDを貸し出します。
　議会初日と最終日および一般質問をDVDに
収録しています。希望される方は、役場４階の
議会事務局にお越しください。

お知らせ

議員の寄付は
禁止されています。
入園・入学・結婚・出産・餞別
などの寄付はできません。

次回の定例会は
3月6日より
次回の定例会は
3月6日より
次回の定例会は
3月6日より

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
委
員
構
成
や
活
動
は
、
ほ
と

ん
ど
母
親
だ
け
で
す
。
男
性
の
積
極
的
な

関
わ
り
で
学
校
・
地
域
・
家
庭
環
境
を
改

善
し
た
い
と
の
思
い
で
有
志
を
募
集
し
て

で
き
た
の
が
『
お
や
じ
の
会
』
で
す
。

　

主
な
活
動
の
目
的
は
、
父
親
の
参
加
で

学
校
に
興
味
を
持
ち
、
子
ど
も
達
と
の
共

同
作
業
に
よ
り
、
共
通
の
話
題
を
つ
く
る

こ
と
や
地
域
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
と
し
、

平
成
15
年
８
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

秋
に
行
う
学
校
キ
ャ
ン
プ
で
は
約
１
０

０
人
の
子
ど
も
の
参
加
が
あ
り
、
き
も
だ

め
し
な
ど
を
行
い
、
食
事
づ
く
り
と
寝
起

を
共
に
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
東
小
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、
焼
そ
ば
の
店
を
出
し
、
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
で
色
ど
り
を
そ
え
る
な
ど
、
父
親
自

身
の
楽
し
み
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
た
び
に
子
ど
も
達
が
「
楽
し
か

っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
畑
づ
く
り
の
協
力
も
予
定
し
て

い
る
そ
う
で
、
会
員
を
募
集
中
と
の
こ
と
、

是
非
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

活
動
の
ひ
ろ
が
り
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

とうちゃんも頑張っとうよ!!
できることをできる時間に、子どもたちや親同志の

共通理解をする場ともなっている『おやじの会』を紹介します。
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議会だより

シーメイト・望山荘の利用料金見直し
  ごみ袋値上げ

委員会報告…議会基本条例 調査研究はじまる
一般質問 ここが聞きたいズバリ町政を問う
あの質問は どうなったの？

わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！わが町のきらっとさん！

12
月 

定
例
会

12
月 

定
例
会

第51号
平成21年（2009）2月1日発行

福岡県志免町議会

志
免
東
小
学
校 

「
お
や
じ
の
会
」

会 員
募集中



３ ２

第第6回回
定例会定例会
第6回
定例会

▲利用を高める住基カード

▲高齢者福祉センター　望山荘

▲総合福祉施設　シーメイト

　

12
月
定
例
会
は
５
日
か
ら
17
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
補
正
予
算
・
議
案
16
件
・

継
続
審
査
１
件
を
可
決
。
請
願
１
件
、
意
見
書
１
件
を
採
択
。
人
権
擁
護
委
員
２
人
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
８
日
、
９
日
の
２
日
間
で
８
人
が
行
い
ま
し
た
。

シ
ー
メ
イ
ト
の
施
設
使
用
、器
具
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

使
用
料
見
直
し

望
山
荘
の
使
用
料
見
直
し

　

冷
暖
房
費
な
ど
を
除
く
使
用
料
は
行
政
負
担
50
％
、
利
用
者
負
担
50
％
。
現
行

の
使
用
料
の
原
則
と
し
て
２
倍
を
限
度
に
見
直
し
。

　

入
浴
料　

２
０
０
円
↓
２
５
０
円　

・
小
学
生
は
１
０
０
円
↓
１
２
０
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
外
利
用
者
も
同
じ
）

　

今
回
の
見
直
し
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
利
用
が
あ
っ
た
と
し
て
５
３
０
万
円
の

増
収
が
見
込
ま
れ
る
。（
維
持
管
理
費
に
あ
て
る
）

（
賛
成
多
数　

賛
成
14
・
反
対
１
）

　

60
歳
以
上
の
料
金
は
無
料
↓
１
０
０
円

※

１
年
間
は
激
変
緩
和
料
金
と
し
て
50
円

（
賛
成
多
数　

賛
成
14
・
反
対
１
）

　

図
書
館
の
利
用
が
住
基
カ
ー
ド
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

現
在
の
住
基
カ
ー
ド
利
用
者（
15
歳
以
上
）…

２
９
１
４
人

　
　

現
在
の
図
書
カ
ー
ド
利
用
者…

…
…
…
…

２
４
０
８
５
人

（
町
外
利
用
者
20
％
含
む
）

　

住
基
カ
ー
ド
に
は
15
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

志
免
町
は
条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
る
。

・
住
基
カ
ー
ド
自
体
に
は
個
人
情
報
は
入
っ
て
い
な
い
。

・
宇
美
町
、
粕
屋
町
の
図
書
館
利
用
も
検
討
を
さ
れ
た
い
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。（

賛
成
多
数　

賛
成
８
・
反
対
７
）

ご
み
袋
値
上
げ

　

６
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
志
免
町
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
を
可
決
。
平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り

実
施
と
な
る
。

※

く
わ
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
の
建
設
常
任
委
員
会
の
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
賛
成
多
数　

賛
成
12
・
反
対
３
）

出
産
一
時
金
35
万
円
を
38
万
円
に

　

増
額
３
万
円
は
産
科
医
療
制
度
（
無
過
失
補
償
制
度
）
の
掛
金
。

　

33
週
以
上
で
２
０
０
０
グ
ラ
ム
以
上
で
正
常
出
産
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

脳
性
麻
痺
と
な
っ
た
小
児
に
補
償
金
３
０
０
０
万
円
を
支
払
う
。

　

分
娩
施
設
が
保
険
契
約
者
と
な
る
。

（
全
員
賛
成
）

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更

　

分
賦
金
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
均
等
割
が
２
％
か
ら
７
％
に
、
高
齢

者
人
口
割
が
48
％
か
ら
46
・
５
％
に
、
人
口
割
が
50
％
か
ら
46
・
５
％
に

経
費
の
割
合
が
改
め
ら
れ
る
。

　

志
免
町
は
約
47
万
７
０
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。

（
賛
成
多
数　

賛
成
14
・
反
対
１
）

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド

）に

　
　
　
　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を

福
祉
施
設
利
用
料
金
の
値
上
げ

福
祉
施
設
利
用
料
金
の
値
上
げ

図住
志
免

・
住

・
宇ど 住

福祉施設の利用福祉施設の利用
シ望

冷
の
使入今

増
収60

※

１

料金見直し!料金見直し!
主な議案審議 条例の改正など



５ ４

▲枝が生い茂ったふれあい公園

▲持ち手の付いた新しいごみ袋

▲鉱業所遺跡にフェンス取付け

▲別府上井堰（日枝橋付近）

補正額4,669万1,000円増で 補正後 の予算は99億578万4,000円となる
賛成多数で採択（賛成11・反対４）　賛成（堤・助村・吉住・池辺・牛房 ・大西・西川・吉田・稲永・熊本・二宮）  反対（大熊・丸山・大林・末藤）

　

第
八
坑
連
卸
坑
口
・
第
五
坑
西
側
坑
口
を

保
存
し
、
広
く
住
民
へ
伝
え
て
い
く
手
立
て

を
す
る
。
フ
ェ
ン
ス
の
高
さ
1.5
ｍ
、
面
積
８

７
９
㎡
。
多
目
的
グ
ラ
ン
ド（
現
在
整
備
中
）

と
一
体
化
さ
せ
、
利
用
を
た
か
め
る
。

　

中
央
分
団
消
防
車
輌
購
入
予
定
価
格
１
７
８

５
万
円
が
、
指
名
競
争
入
札
が
成
立
せ
ず
随
意

契
約
と
な
り
、
入
札
価
格
の
低
い
業
者
で
１
６

７
７
万
９
０
０
０
円
と
な
っ
た
。

　

志
免
町
内
に
は
43
箇
所
の
公
園
が
あ
り
、
年

間
の
維
持
管
理
に
１
億
５
０
０
０
万
円
の
予
算

が
組
ま
れ
て
い
た
が
、
入
札
に
よ
り
安
く
な
っ

た
。

鉱
業
所
遺
跡
を
保
存

安
全
対
策
フ
ェ
ン
ス
工
事

消
防
車
輌
購
入

　
　
　
　

入
札
差
額

児
童
数
増

給
食
消
耗
品（
食
器・篭・ワ
ゴ
ン
）購
入

別府上井堰のワイヤー取替え

　

平
成
21
年
４
月
よ
り
ご
み
袋
が
値
上
げ
と
な
る

た
め
新
た
な
ご
み
袋
を
つ
く
る
。

　

中
央
小
学
校
・
西
小
学
校
で
児
童
数
が
増
と
な

る
の
を
見
込
み
、
食
器
な
ど
の
補
充
を
す
る
。

工事費内訳は、基金より繰入600万円、一般会計よ

り500万円となっているが、地方活性化交付金に該

当する項目があり申請をしている。約360万円が受

けられる予定である。受け入れた時点で一般会計に

戻す。

※別府上井堰管理基金残高１億8,360万円

２
９
９
万
３
０
０
０
円

５
４
４
万
４
０
０
０
円

１
０
６
万
４
０
０
０
円

１
０
７
万
１
千
円
減

１,2００万円減

１,１００万円

公園緑地管理委託の入札差額

ご
み
袋 

製
作
費

●国民健康保険………302万円増　総額46億2,803万6千円【全員賛成】
●後期高齢者医療…597万7千円増　総額 ３億8,327万5千円【賛成多数（賛成13：反対２）】

●下水道事業………840万2千円増　総額17億   640万2千円　【全員賛成】
●水道事業…………227万3千円増　総額 ８億6,667万8千円　【全員賛成】

一 般 会 計 補 正一 般 会 計 補 正

主な補正 の事業主な補正 の事業

特 別 会 計 補 正特 別 会 計 補 正
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▲家庭から出された可燃ごみ

▲学童保育所

▲おいしい給食をいただきま～す。（中央小学校）

小
・
中
学
校

　
　
　

新
設
検
討
？

　

小
・
中
学
校
新
設
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
が
平
成
27
年
、

中
学
校
が
平
成
32
年
を
ピ
ー

ク
に
児
童
・
生
徒
は
減
少
と

の
調
査
結
果
が
出
て
い
る
こ

と
や
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
る
段
階
。

　

ど
の
学
校
も
給
食
施
設
の

対
応
が
急
が
れ
る
。
学
年
ご

と
に
交
代
制
に
す
る
な
ど
の

提
言
を
行
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
な
ど
の

　
　
　
　
　

適
正
化

　

補
助
金
等
検
討
委
員
会
よ

り
、
補
助
金
が
既
得
権
化
し

て
い
る
と
の
提
言
。
当
委
員

会
で
は
、
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
も
の
に
改
め
る
必
要

が
あ
る
と
要
請
。

　

補
助
金
交
付
の
再
構
築
を

断
行
す
べ
き
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

で
見
直
す
べ
き
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

あ
と
一
年

　
　
　

行
財
政
改
革

　

10
月
時
点
で
、
累
積
効
果

見
込
み
額
17
億
２
千
万
円
、

あ
と
一
年
で
最
終
目
標
26
億

円
に
は
、
約
８
億
８
千
万
円

削
減
が
必
要
。

　

来
年
度
以
後
、
歳
入
の
身

の
丈
で
あ
る
90
億
円
程
度
で
、

予
算
編
成
が
で
き
る
よ
う
行

財
政
改
革
を
進
め
る
よ
う
要

請
。

中
央
小
学
校
の
校
納
金

　
　

シ
ス
テ
ム
を
構
築

　

着
服
事
件
後
、
校
納
金
収

納
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
今
ま
で
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
か
、
積
立
金
の
流

用
は
し
な
い
こ
と
な
ど
を
盛

り
込
む
必
要
が
あ
る
。

保
育
園
民
営
化
の

　
　
　
　
　
　

課
題

　

別
府
つ
く
し
保
育
園
で
、

保
護
者
１
０
９
全
世
帯
に
対

し
て
民
営
化
後
の
様
子
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
す
る
。
（
希
望
者

16
世
帯
、
不
参
加
93
世
帯
）

　

希
望
者
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
結
果
は
、
ほ
と
ん
ど
が

変
わ
っ
て
よ
か
っ
た
と
の
意

見
だ
っ
た
。

　

第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は

検
討
中
。

　

当
委
員
会
で
は
、
短
期
間

の
調
査
で
保
育
の
質
が
み
え

る
の
か
、
一
定
基
準
で
評
価

し
公
表
す
る
こ
と
で
質
の
向

上
に
つ
な
が
る
な
ど
の
意
見

が
で
た
。

学
童
保
育
連
合
会

　
　
　
　
　
　

設
立

　

４
学
童
保
育
が
連
合
会
移

行
決
定
。

　

準
備
委
員
会
で
会
則
や
就

業
規
則
の
協
議
を
し
、
役
員
、

事
務
局
の
場
所
の
確
保
に
向

け
て
準
備
を
進
め
、
３
月
設

立
総
会
予
定
。

　

連
合
会
移
行
を
契
機
に
子

ど
も
の
立
場
に
立
っ
た
指
導

の
あ
り
方
を
提
言
。

後
発
医
薬
品
を

　
　
　
　

普
及
促
進

　

医
療
費
適
正
化
計
画
の
目

標
数
値
は
、
内
臓
脂
肪
症
候

群
の
特
定
健
診
や
保
健
指
導

の
実
施
と
、
そ
の
結
果
と
し

て
該
当
者
や
予
備
軍
の
減
少

率
10
％
以
上
を
目
指
す
。

　

２
点
目
は
、
平
均
在
院
日

数
34
・
７
日
。
療
養
病
床
数
は

１
万
５
５
０
０
床
。

　

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組

み
と
し
て
、
後
発
医
薬
品
の

普
及
促
進
。

　

無
保
険
状
態
の
子
ど
も（
町

内
４
世
帯
６
人
）の
救
済
。

　

地
域
生
活
支
援
に
障
害
者

の
就
職
支
援
金
制
度
が
活
用

さ
れ
る
よ
う
情
報
提
供
の
工

夫
を
す
る
こ
と
を
提
言
。

障害者の就労支援について調査・研究
　他の自治体においても障害者の就労支援は切実

な問題。今後、広域的な取り組みについて調査、

研究を行なう。

　また、福岡市を含めた都市圏での広域的な施策

の調査、研究を行なうことの合意形成を改めて行

なった。

議会広報クリニックで
高い評価を受ける

　12月３日、福岡県町村議会広報研修会で、「第50号

しめ議会だより」が、読みやすく、分かりやすい

という評価を受けた。

議
会
基
本
条
例
を
調
査
研
究

　

志
免
町
議
会
基
本
条
例
策
定
に
つ
い

て
各
委
員
の
意
見
と
し
て
、
①
議
員
同

士
の
討
議
の
必
要
性　

②
こ
れ
か
ら
の

議
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る　

③
条
例
を
つ
く
る
こ
と
は
非
常
に
意
義

が
あ
る　

④
議
員
の
役
割
、
町
民
と
議

会
の
関
係
、
議
会
改
革
の
方
向
づ
け　

⑤
志
免
町
独
自
の
条
例
を
つ
く
る
べ
き

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
調

査
項
目
に
入
れ
る
こ
と
を
決
定
。

　

策
定
に
向
け
て
調
査
研
究
を
開
始
す

る
。

可
燃
ご
み
収
集
料
改
定

　
　
　
（
継
続
審
査
分
）

　

ゴ
ミ
減
量
意
識
の
高
揚
、

費
用
負
担
の
公
平
性
、
財
政

状
況
の
悪
化
な
ど
の
た
め
、

大
袋
を
30
円
↓
50
円
に
、
中

袋
を
18
円
↓
30
円
に
、
小
袋

を
13
円
↓
18
円
に
す
る
。

　

他
町
の
状
況
は
、
大
袋
が

宇
美
町
50
円
、須
恵
町
50
円
、

古
賀
市
、
新
宮
町
60
円
、
篠

栗
町
40
円
。

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
わ
か
す

ぎ
の
処
理
費
用
の
推
移
、
財

政
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
今

回
の
改
正
は
や
む
を
得
な
い

と
の
結
論
に
達
し
、
全
員
賛

成
で
採
択
。

炭
鉱
跡
地
基
盤
整
備

事
業
の
進
捗
率
80
％

　

生
涯
学
習
課
と
協
議
を
し

な
が
ら
斜
坑
付
近
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

対
し
、
県
産
炭
地
域
活
性
化

基
金
よ
り
90
％
の
助
成
が
あ

る
。

水
洗
化
進
む

　
　
　

公
共
下
水
道

　

処
理
区
域
内
人
口
３
万
３

２
４
６
人
に
対
し
、
水
洗
化

人
口
３
万
１
４
１
１
人
。
水

洗
化
率
94
・
５
％
。

　

上
下
水
道
と
も
年
末
年
始

の
事
故
防
止
に
万
全
を
期
す

よ
う
要
請
。

福岡県町村議会広報研修会

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

町の重 要な問 題を 調 査・研 究

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会
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吉
田 

耕
二  

議
員

牛
房 

良
嗣  

議
員

丸
山 

真
智
子  

議
員

▲財政再構築が急がれる志免町 ▲まず体を動かし学習を始める通級教室（南小学校内）

▲多目的に利用できる志免中ランチルーム

牛
房　

基
金
が
豊
か
な
優
良

自
治
体
の
志
免
町
が
、
26
億

円
の
基
金
を
使
い
果
た
し
赤

字
転
落
の
危
険
水
域
に
ま
で

落
ち
こ
む
。
財
政
再
構
築
五

ヶ
年
計
画
は
ど
う
な
っ
た
の

か
、
進
捗
が
見
え
な
い
。

町
長　

成
果
は
あ
げ
て
い
る

も
の
の
、
成
果
を
上
回
る
地

方
交
付
税
の
減
額
、
国
保
の

赤
字
補
填
の
毎
年
の
増
額
な

ど
の
た
め
、
基
金
取
崩
し
の

非
常
事
態
と
な
る
。
平
成
22

年
度
ま
で
に
、
基
金
を
使
わ

な
い
で
、
90
億
円
の
予
算
を

組
め
る
体
制
を
構
築
す
る
。

牛
房　

計
画
の
達
成
に
は
町

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
。

⑴
４
万
３
千
人
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
堅
守

⑵
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢

者
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上

⑶
優
先
順
位
、
取
捨
選
択
に

よ
る
事
業
の
見
直
し
な
ど
の

改
革
の
姿
を
町
民
に
明
示
、

説
明
責
任
を
果
た
し
、
町
長

自
ら
が
改
革
の
先
頭
に
立
ち

行
動
を
。

町
長　

町
の
財
政
危
機
を
乗

り
こ
え
る
た
め
不
退
転
の
決

意
で
臨
む
。

丸
山　

人
件
費
の
削
減
は
職

員
が
減
っ
て
も
臨
時
や
嘱
託

職
員
が
増
え
て
い
る
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
も
全

国
の
市
の
平
均
よ
り
高
い
。

総
務
課
長　

嘱
託
職
員
が
増

え
て
い
る
の
は
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
が
出
て
き
て
い
る
か
ら

で
、
正
規
職
員
の
削
減
に
伴

う
補
充
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
人

件
費
の
総
額
を
削
減
し
て
い

る
の
で
、
職
員
個
々
の
給
与

の
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。

丸
山　
見
直
し
を
提
案
す
る
。

¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦

丸
山　

補
助
金
の
削
減
に
つ

い
て
は
21
年
度
予
算
で
ど
こ

ま
で
断
行
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
町
有
財
産
は
無
駄

な
く
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

関
係
す
る
団
体
な
ど

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
積

極
的
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　

町
有
財
産
は
で
き
る
だ
け

可
能
な
も
の
は
利
活
用
し
て
、

経
営
感
覚
を
も
ち
、
行
政
運

営
し
て
い
く
。

丸
山　

中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル

ー
ム
の
活
用
な
ど
、
ア
イ
デ

ア
を
募
り
実
行
し
て
欲
し
い
。

※

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
１
０

０
と
し
た
場
合
の
当
該
地
方
公
共

団
体
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
。

吉
田　

学
齢
期
後
も
継
続
し

た
支
援
を
受
け
る
体
制
づ
く

り
の
た
め
、
発
達
支
援
室
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
課
長　

学
校
に
入
る
と

教
育
相
談
室
が
あ
り
、
臨
床

心
理
士
、
教
育
相
談
員
を
配

置
し
て
い
る
。

　

こ
こ
を
中
心
に
保
育
園
、

健
康
課
、
子
育
て
支
援
課
な

ど
関
係
課
の
窓
口
と
し
て
、

専
門
的
な
支
援
体
制
つ
く
り

を
し
て
い
る
。

吉
田　

乳
幼
児
期
か
ら
小
学

校
、
中
学
校
、
さ
ら
に
は
高

校
、
就
学
に
至
る
ま
で
の
支

援
は
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

発
達
に
課
題
の
あ

る
児
童
・
生
徒
の
支
援
を
行

な
う
た
め
、
小
学
校
の
通
常

学
級
に
６
人
の
教
員
を
、
特

別
支
援
学
級
に
小
・
中
学
校

11
人
の
教
員
を
町
費
で
配
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
特
別
支

援
教
育
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

各
学
校
の
必
要
と
す
る
支
援

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
る
。

　

学
齢
期
後
も
継
続
し
た
支

援
が
十
分
に
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

総合的な支援体制を
答弁：十分に整備している

発
達
支
援

危険水域へ突入
答弁：改革へ不退転で望む

町
の
台
所

改
革
・
改
善
の
結
果
は

答
弁
‥
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
努
力

行財政改革

一般質問８人

こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
は
議
員
個
々
の
自
由
編
集
（
会
議
録
に
も
と
づ
き
）
で

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。
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二
宮 

美
津
代  

議
員

助
村 

千
代
子  

議
員

堤  

久
美
子  

議
員

西
川 

蓉
子  

議
員

▲補助金等検討委員会答申

▲わかすぎグリーンパークのサイロ ▲接続が予定される桜丘終末処理場

▲のばなしの携帯電話

堤　

補
助
金
等
検
討
委
員
会

は
、
補
助
金
の
定
義
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
、
審
査
判
定

結
果
を
出
し
た
の
か
。

経
営
企
画
課
長　

特
定
の
事

業
ま
た
は
研
究
を
行
う
も
の

に
対
し
助
成
す
る
た
め
、
ま

た
公
益
上
必
要
と
認
め
た
場

合
交
付
す
る
。

　

地
方
自
治
法
第
２
３
２
条

の
２
で
規
定
。

堤　

他
市
町
村
で
も
、
補
助

金
の
基
本
的
な
考
え
方
、
捉

え
方
は
違
う
。

　

本
来
民
間
の
活
動
は
、
民

間
の
個
人
や
団
体
が
自
力
で

資
金
を
調
達
し
て
実
施
す
べ

き
で
あ
り
、
団
体
の
自
律
性

の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
も

団
体
運
営
そ
の
も
の
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
可
能
な
限
り

差
し
控
え
る
べ
き
だ
と
す
る

自
治
体
も
あ
る
。

　

補
助
金
交
付
基
準
な
ど
早

急
に
制
定
し
交
付
す
べ
き
。

　

補
助
事
業
を
カ
ッ
ト
す
る

と
、
そ
の
事
業
を
必
要
と
す

る
人
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
が
な
く
、
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
は
実
感
で
き
な
い
。

町
民
大
学
な
ど
の
開
設
を
。

西
川　

平
成
14
年
12
月
か
ら

稼
働
し
て
い
る
須
恵
町
外
２

ヶ
町
清
掃
施
設
組
合
に
、
い

ま
だ
加
入
で
き
な
い
理
由
は

何
か
。

町
長　

組
合
加
入
が
い
ま
だ

に
で
き
な
い
大
き
な
理
由
は

須
恵
町
外
２
ヶ
町
清
掃
施
設

組
合
を
通
じ
回
答
が
あ
り
、

両
町
（
宇
美
・
志
免
）
の
組

合
加
入
の
協
議
に
は
応
じ
ら

れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
地
元
の

了
解
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ

と
が
加
入
で
き
な
い
最
大
の

点
で
あ
る
。

桜
丘
処
理
場
の
進
捗
状
況

答
弁
‥
双
方
で
現
在
協
議
中

西
川　

平
成
21
年
３
月
末
の

期
限
が
目
前
に
迫
っ
て
き
て

い
る
が
、
現
在
ま
で
の
進
捗

状
況
と
、
ま
た
相
互
合
意
に

至
っ
た
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

現
在
３
回

ほ
ど
協
議
し
て
い
る
。

　

現
在
は
町
の
考
え
方
を
示

し
て
い
る
状
況
。
双
方
に
そ

れ
ぞ
れ
質
問
が
で
て
い
る
。

双
方
で
現
在
協
議
中
、
詳
細

に
つ
い
て
は
今
後
の
協
議
に

支
障
を
き
た
す
と
い
け
な
い

の
で
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

●
町
長
専
用
車
の
実
態
に
つ

い
て

助
村　

子
ど
も
が
携
帯
電
話

を
通
じ
て
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め

や
有
害
サ
イ
ト
で
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
利
用
の
仕
方
と

危
険
性
を
教
え
る
情
報
モ
ラ

ル
の
教
育
が
必
要
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
会

や
入
学
式
な
ど
の
機
会
に
啓

発
に
取
り
組
み
た
い
。

助
村　

青
少
年
問
題
協
議
会

な
ど
で
、
ネ
ッ
ト
利
用
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

携
帯
電
話

に
関
す
る
少
年
犯
罪
に
つ
い

て
、
講
話
を
公
民
館
主
事
会

と
一
緒
に
受
け
る
。

助
村　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

義
務
づ
け
る
条
例
の
制
定
を

検
討
し
て
は
。

教
育
長　

今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

助
村　

メ
デ
ィ
ア
と
子
ど
も

の
実
態
を
知
る
、
対
応
の
必

要
性
を
考
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
啓
蒙
啓
発
を
行

う
。

　

子
ど
も
へ
の
ネ
ッ
ト
メ
デ

ィ
ア
の
教
育
を
担
当
す
る
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
を
。

学
校
教
育
課
長　

必
要
と
思

う
。

　

学
校
現
場
で
取
り
組
む
。

二
宮　

本
年
度
中
の
接
続
を

と
の
意
向
の
よ
う
だ
が
、
ま

ず
執
行
権
者
の
考
え
方
を
示

す
べ
き
で
は
。

副
町
長　

町
長
の
命
を
受
け

説
明
に
出
か
け
て
い
る
が
、

考
え
方
に
乖
離
が
あ
る
。

二
宮　

官
と
官
と
の
接
続
で

あ
り
、
町
営
と
な
っ
た
い
き

さ
つ
や
、
他
地
域
と
比
較
し

て
、
安
い
料
金
設
定
と
な
っ

て
い
る
背
景
、
料
金
格
差
で

は
な
い
と
す
る
説
明
不
足
や

明
確
な
議
会
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。

町
長　

長
い
歴
史
的
背
景
が

あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
桜
丘
住
民
の

気
持
を
十
分
理
解
し
な
が
ら

協
議
し
、
合
意
形
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

二
宮　

短
期
間
の
日
程
や
回

答
へ
の
不
備
。

　

住
民
説
明
会
も
な
さ
れ
て

い
な
い
。

　

妥
協
案
を
ど
う
見
出
す
の

か
。

　

積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
町

長
の
決
断
が
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

●
公
民
館
整
備
へ
の
考
え
方

●
改
正
労
働
安
全
衛
生
法

●
職
員
倫
理
条
例
の
策
定

補助金の定義は
答弁：地方自治法で規定

財
政
健
全
化

血税２億４０００万
答弁：地元の了解がとれず

組
合
加
入
は

危
険
性
教
え
る
教
育
を

答
弁
‥
学
校
現
場
で
対
応
す
る

ネット社会

桜
丘
終
末
処
理
の
課
題

答
弁
‥
合
意
形
成
へ
努
力
す
る

下水道接続
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末
藤 

省
三  

議
員

▲予防が大事

▲議会だより表紙・左「創刊号」右「第50号」

▲シーメイト多目的グランド

末
藤　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
県
下
で
一
人
で
も
患
者

が
発
生
し
た
場
合
、
県
下
全

校
で
学
校
閉
鎖
と
な
る
。

　

そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

健
康
課
長　

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
ど
こ
で
ど
う
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

国
、
県
を
中
心
に
多
方
面

か
ら
協
力
を
得
る
。

　

各
自
治
体
で
も
有
事
と
同

じ
気
持
で
頑
張
り
た
い
。

学
校
教
育
課
長　

厚
生
労
働

省
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

案
で
は
、
国
内
で
患
者
が
一

人
で
も
確
認
さ
れ
た
ら
、
都

道
府
県
単
位
で
学
校
を
休
校

と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
よ
う
に
対
応
す

る
。

子
育
て
支
援
課
長　

感
染
性

予
防
法
関
係
で
は
、保
育
園
・

幼
稚
園
は
、
学
校
保
健
法
に

準
ず
る
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

学
校
と
同
じ
対
応
を
す
る
。

健
康
課
長　

外
出
す
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
。

　

家
を
出
る
時
は
マ
ス
ク
を

す
る
な
ど
の
防
護
策
を
考
え

る
。

請　

願

請　　願 請 願 者 内　　　　　　　　容 採決結果

ＪＲ香椎線（西戸崎～
宇美）の電化・複線化
建設実現を求める

ＪＲ香椎線の電化・
複線化建設を実現す
る会

代表　大音　重親

福岡市東部地区と糟屋郡との経済や文化・人的交流を

一段と進め、経済活性化を計るため、電化・複線化を

実現することを要望する。

全員賛成で
採択
国・県へ意
見書を提出

意
見
書

意  見  書 提 出 者 内　　　　　　　　容 採決結果

長時間労働や日雇派
遣など労働法制の改
正を求めるもの

大西  議員

①法定割増賃金率の引き上げやサービス残業の取締強

化を図ること。

②日雇派遣の原則禁止などを盛り込んだ派遣法改正案

を早期成立させ、派遣労働者の保護を図ること。

全員賛成で

採択

国へ意見書

を提出

※議会へのご意見をお待ちしております。
◆議長へのメール：simegityo@yahoo.co.jp

「
し
め
議
会
だ
よ
り
」

記
念
す
べ
き
第
50
号
発
刊

県
審
査
で
最
高
の
評
価
!

こ
れ
も

議
会
改
革
の
一つ
!

　

「
し
め
議
会
だ
よ
り
」
創

刊
号
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
平

成
８
年
５
月
。
見
開
き
４
ペ

ー
ジ
の
簡
素
な
白
黒
版
で
、

編
集
委
員
は
４
名
、
委
員
長

は
何
と
現
在
の
南
里
町
長
。

（
議
員
時
代
）

　

そ
れ
か
ら
一
部
カ
ラ
ー
や

ペ
ー
ジ
数
の
増
を
経
て
現
在

に
至
り
ま
し
た
が
、
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
個
人
の
写
真

掲
載
や
内
容
、
広
報
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
暑
い
夏
、
冷

房
も
無
い
部
屋
で
真
夜
中
過

ぎ
ま
で
大
激
論
を
交
わ
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
先
輩
議
員
の
ご
苦

労
の
上
に
12
年
を
経
て
、
記

念
す
べ
き
第
50
号
を
昨
年
11

月
に
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
第
50
号
を
、
昨
年
12

月
に
開
催
さ
れ
た
「
県
町
村

議
会
広
報
研
修
会
」
の
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
初
め
て
出
し
、

審
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
内

容
、
見
易
さ
他
、
全
て
の
部

分
で
最
高
の
評
価
を
頂
き
、

「
福
岡
県
を
代
表
し
て
今
年

は
全
国
大
会
に
」
と
要
請
を

受
け
ま
し
た
。（
こ
の
「
議
会

あ
れ
こ
れ
」
も
称
賛
頂
き
ま

し
た
）

　

広
報
委
員
の
誇
り
と
励
み

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ま
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
頂
け
る
広
報
づ
く
り
に

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
議
会
改
革
の
一
つ
!

　
　

 

（
記
・
議
長
・
古
庄
）

シーメイト多目的グランドの
砂ぼこり対策

風の強い時、黒い背広が白くなるほど砂

ぼこりが舞い健康にも悪く、グランド側

の住居は窓が開けられない。

［大熊議員・平成19年12月定例会での質問］

散水の方法などについて、
予算計上を含め検討中。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

答
弁
‥
発
生
す
る
可
能
性
あ
る

感染症対策

要望・陳情・請願・意見書

議会議会
あれこれれこれ
議会
あれこれ

どうな
ったの
？

どうな
ったの
？あの質

問は
あの質

問は

請願・陳情（要望）・意見書とは？
請願＝憲法で定められた国民だれでもがもつ権利です。（請願の内容に賛同する議員一人の紹介がいる）。
陳情（要望）＝法律上保障された権利ではないが、実情を訴えて請願と同じ処理をする。
意見書＝議会が公益性があると判断したことに対し、国会や関係庁に提出する。
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